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要　旨

　本稿は，米国イリノイ州にある公共図書館地区の一つが介護施設で実施している認知症高齢者を

主たる対象にした教育プログラムを取り上げ，現地調査及び資料分析を通じてその特徴と課題を明

らかにすることを目的とする。米国では，今後数十年間に急増する高齢者を見据え，様々な分野に

おいて高齢化に関わる議論や取組が存在する。とりわけ認知症の問題は，当事者だけでなく，それ

にまつわる社会コストや介護者への負担の大きさ等から深刻な影響が懸念されており，図書館もそ

の対策に積極的に関わっている。米国の公共図書館の中には，認知症者の症状に見合った図書館資

料を慎重に吟味し，それらを効果的に活用した教育プログラムの提供により，認知症高齢者の認知

機能や社交性，介護者との関係性，介護者の認知症者に対する意識等に肯定的変容をもたらしうる

事例があることが判明した。今後の課題として，より良い成果に向けたプログラム内容・方法の再

検討，実施者の持つべき専門性に関する熟慮，認知症者にとっての学習及び図書館資料の持つ意味

の概念整理と学術的追究，図書館の独自性と本事業に関わる意義の整理等があることが抽出された。

米国よりはるかに高齢化の進行する我が国では，既に図書館内で認知症をめぐる問題が顕在化して

おり，米国のようにきめ細かなプログラムの開発やその実践は容易ではない。とはいえ，図書館資

料の注意深い吟味とその効果的活用，認知症事業へのボランティアの積極的活用等，対応が考えら

れ得るものもある。諸外国の事例にも学びながら，多様な人々を包摂する社会の実現に向け，図書

館の持つ潜在機能をより精緻に追究する姿勢が望まれる。
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1．はじめに　ー本稿の目的・方法ー

　2017 年に発表された WHO の統計によれば，2010 年に 3560 万人であった世界における認知症の

有病者は，2030 年には 8200 万人，2050 年までには 1 億 5200 万人に達することが予測されている 1）。

また，今後の増加率は中低所得国で特に高く，従来発表されてきた予測値 2）より速い進度で増加が

見込まれていることも特徴的である。

　2015 年 3 月にジュネーブで開催された「認知症に対する世界的アクションに関する第 1 回 WHO

大臣級会合」3）以降，各国に具体的行動が呼びかけられ，高齢化の先行する世界の国々を中心に，

諸改革が様々なレベル・領域で進行しつつある。とりわけ我が国は，認知症の有病率が 2015 年時点

で OECD 加盟国中最も高く 4），諸側面から本課題に取り組むことが喫緊の課題として存在する。

　筆者は，過去数年にわたり，認知症高齢者への教育学的な観点からの支援のあり方に関心を寄せ，

認知症者を主たる対象とした先駆的な教育事業を実践している成人教育機関や博物館の事例を考察

してきたが，本年は図書館に焦点化して考察を進めている。認知症高齢者やその介護者を対象とし

た教育機関による取組は，世界の限られた地域で認められるに過ぎないが，北米地域では近年，博

物館や図書館による熱心な取組がみられる 5）。我が国では，2018 年 12 月に発表された中教審答申 6）

において，「今後の社会教育施設に求められる役割」が提言されており，北米の先進的事例を検討す

ることも貴重な示唆を得ることになると思われる。

　本稿は，米国イリノイ州にある公共図書館地区の一つ（Gail Borden Public Library District）が

実施する認知症高齢者を主たる対象にした教育事業の特徴と課題を明らかにすることを目的とする。

その方法としては，2018 年 8 月に実施した上記図書館による教育プログラムの参与観察調査，同プ

ログラムの実施者・ボランティアへのインフォーマルな聴き取り調査及び資料分析調査を用いる。以

下では，まず国内外の先行研究及び実践を概観し，認知症者への図書館の取組の現状を考察する。

その上で，米国及びイリノイ州における高齢者をめぐる現状と認知症に関連した図書館の今日的役

割をとらえる。その後，上記図書館が介護施設でアウトリーチ事業として実施している認知症高齢

者を対象とした教育プログラムを取り上げ，その特徴と課題を析出する。

2．国内外の図書館による認知症高齢者への教育事業に関する先行研究と実践の動向

　1）国外の図書館による認知症高齢者を対象とした教育事業に関する先行研究と実践

　図書館における認知症高齢者への対応のあり方に関する議論は，それほど長い歴史があるわけで

はない。但し，1927 年に創設された図書館に関する世界的な権威ある組織である国際図書館連盟

（International Federation of Library Associations and Institutions, 以下 IFLA）には，医療機関の

図書館に関する分科委員会として「特別なニーズのある人々へのサービス部門（Library Services 

to People with Special Needs Section）」が 1931 年に創設されており，生活環境，身体，精神もし

くは認知機能上の障がい等により通常の図書館サービスが利用できない者（入院患者，囚人，ホー

ムレス，介護施設入居者等）への対応が検討されてきた 7）。
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　国別では，例えば英国では，図書館のサービスは高齢者にも焦点を当てるべきであるという議論

が 1990 年代頃からみられている 8）。米国においても近年，革新的アイディアや生涯学習，地域連

携等を通じて博物館と図書館を支援する国の組織である博物館・図書館サービス協会（Institute of 

Museum and Library Services）が，（認知症高齢者を含めた）識字機能に支援を必要とする人々

に対する優れたプログラムを表彰し，その活動を積極的に支援している 9）。

　しかしながら，認知症高齢者に特化し，それに必要な対応が世界的に検討されるに至った最大

の契機は，2007 年の IFLA による「認知症者への図書館サービスのガイドライン (Guidelines for 

Library Services to Persons with Dementia）」10）の発行である。同書は，デンマークの図書館関

係者によって執筆された 18 ページに及ぶ資料であるが，その目的は，図書館の専門職員，介護者，

公共政策立案者，認知症者の家族や友人に対し，認知症に関する正確な知識の提供により，図書館

のサービスや資料の多くが，喜びや楽しみを与えるだけでなく，当事者の記憶にも刺激を与えられ

るという意識を啓発させることにある。同書の内容には，認知症の概略，代表的な認知症の種類と

解説，認知症の進行度合いと典型的症状，認知症の歴史や語源と主な文化圏におけるその起源，公

共図書館の現状と課題，認知症者へのサービス提供の意味，関連した疾病，コミュニケーション上

の留意点，認知症者に適切な図書館資料，介護者や地域の歴史に関する団体と連携した回想キッ

トの開発，図書館職員や介護者への認知症に関する資料，在宅療養者への図書配送・郵送サービ

ス，介護施設に入所もしくは通所する認知症者への図書館サービス，介護施設職員との対話を通じ

た協力関係，図書館サービスのモデル（図書館職員による定期的な施設等での各種プログラムのア

レンジ，イベント開催，図書館資料貸与等），具体的実践例，民俗的・文化的少数グループへの配

慮，図書館サービスのマーケティング，参考文献，関連ウェブサイト，その他関連資料等が含まれ

る。同書の最終目標には，当ガイドラインの浸透により，認知症者へのサービスが図書館の通常業

務に組み込まれることが掲げられている。

　同書が発行された背景には，認知症の初期から中期までであれば，図書を活かした活動が有益で

あるにもかかわらず，今日まで図書館職員が積極的に取り組んでこなかった事実への反省がある。

しかしその対応には専門的な知識や洞察及び実践が必要であるため，IFLA はこれを明文化し，認

知症に関する図書館サービスを確立するための様々な方途を提示し，適切な資料を推薦することに

より，世界各国の図書館職員が，（各々の事情により独自の増減も認めながら）当ガイドラインを

適用できるようになることを目指した。

　当ガイドライン発行を端緒として，高齢化の進行する先進国を中心に，図書を通じた認知症者

への介入は研究及び実践の双方で徐々に広がりを見せている。例えば，サウスフロリダ大学の研

究者が，一般的な題材と個人的な題材を使用し，20 名の認知症者を対象に口頭での読み上げに

よる読解力とそれに基づく発言内容を比較した結果，個人的な題材の効果がより高かったとい

う 11）。また，リバプール大学の研究グループが，61 名の認知症者と 20 名の介護職員を対象に，

Reader Organisation という慈善団体が開発した図書を用いた特別な介入プロジェクト（“Get into 
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Reading”）をケアホーム，病院，デイセンターの 3 つの異なった場所で実施した報告がある 12）。

同研究によれば，集団での読書活動は認知症者の健康とウェルビィーングに貢献しうるものであり，

認知症の症状を緩和させる可能性があることが指摘されており，同グループはその後も継続して実

証研究を進めている。この他英国では，認知症に優しいまちづくりが進行する幾つかの地域におい

て，図書館内の表示や資料の配置に工夫を凝らす等の物理的な配慮も整えられつつある 13）。また，

オーストリアでは，図書館資料を活かした生涯学習の機会が高齢者の認知機能に及ぼす影響につい

て検証する研究もみられる 14）。

　さらに米国の民間企業の中には，高齢者ケアへのニーズが高まることに鑑み，高齢者に特有の各

種症状への対応に特化し，視覚的に認識しやすく，平易な文章で書かれた書籍等を専門に扱う出版

社も存在する 15）。

　2）国内の図書館による認知症高齢者を対象とした教育事業に関する先行研究と実践

　我が国では，2006 年に文部科学省より「これからの図書館像」16）が示され，社会の変化を見据え，

地域を支える新たな図書館のあり方が提起されたが，この時点では情報リテラシーとの関連性から

高齢者に言及があるのみで，認知症高齢者への対応は含まれていない。

　しかし今日，高齢者が地域社会で急増する中，図書館で日中を過ごす高齢者のトラブルも散見さ

れるようになり，認知症が疑われる症状（何度も同じ質問をする，何度も利用証の再発行をしに来

る，自宅の本と図書館の本の区別がつかなくなる，書物を手に取りにくくなる，出口が分からなく

なる，同じ箇所を何度も複写する，大きな声を上げる，書類の判読や適切な記入ができない等）を

示す者も増加していることが全国的に報道されている 17）。

　本課題に対し，我が国では理論上の研究蓄積は十分でないが，より良い対応に向けた実践が全国

の一部地域で近年試みられている。とりわけ IFLA のガイドラインをもとに日本的文脈に沿って作

成された日本語版の「認知症にやさしい図書館ガイドライン」（第１版）が「超高齢社会と図書館

研究会」により 2017 年 10 月に発行され，オンライン上に公開されたことは，現場での理解と実践

を促す契機となっている 18）。日本語によるガイドライン発行後も，本件に関わっている筑波大学

図書館情報メディア系の研究者を中心に，関連分野の研究者，地方自治体の図書館職員，作業療法

士等を交え，当該問題に関するワークショップ，シンポジウム等が開催されている他 19），当該テー

マに関する研究も近年発表されている 20）。

　自治体による取り組みとして，神奈川県図書館協会では，図書館職員を対象にした認知症高齢者

への対応も含めた研修会等を実施している 21）。中でも現場での先進的事例として，川崎市の宮前

図書館は，認知症フレンドリージャパン・イニシアチブからも支援を受け，「認知症の人にやさし

い図書館プロジェクト」を地域の福祉担当者との効果的連携により 2015 年頃より実施している 22）。

活動内容には，「認知症の人にやさしい小さな本棚」の設置，福祉サービスの情報提供を目的とし

たチラシ設置やポスター掲示，自動車文庫の循環，デイサービス事業所での絵本・紙芝居等の読み
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聞かせ実施，関連イベントの案内や写真展示，職員やボランティアを対象とした「認知症サポーター

養成講座」開講と意見交換，関連本やウェブサイトのリスト作成，公民館の講座開設を通じた読み

聞かせボランティアとしての地域住民の育成，関連する会合への参入等が含まれる 22）。

　関西地方においても，「多世代・地域交流の図書館プロジェクト（Dementia-Friendly Library 

Project in Kansai）」が進行しており，多様な試みが実施されている 23）。同地では，数年前より大

阪大学の地域包括ケア学・老年看護学研究室関係者が職員を対象として実施した研修会等をきっ

かけとして，図書館司書による地域ケア会議への参加，（当事者・介護者の手記や，成年後見制度，

認知症に関する概説書や絵本等を含む）認知症専門コーナーの設置や声掛け，高齢者施設でのボラ

ンティア，認知症サポーター養成講座の開催，職員の対応力向上に向けたシミュレーション等が

行われてきた 24）。一方，兵庫県内でも同様な動きがみられるが，特に高砂市の場合，認知症者・

障がい者・介護者らでつくる市民グループが図書館に協力を求める等，住民主導の試みもある 25）。

この他，愛知県の田原市中央図書館は，高齢者福祉施設等に出向いて図書館資料を貸し出す「団体

貸出サービス」と，回想法を取り入れたレクリエーション等を行う「訪問サービス」を導入してい

る 26）。

3．米国の高齢化と認知症をめぐる現状並びに図書館による取組概況

　1）米国の高齢化と認知症をめぐる現状

　米国では，平均寿命の延伸や戦後のベビーブーマー世代（1946 年～ 1964 年生まれの世代）の高

齢化に伴い，今後数十年にわたり高齢者の急増が指摘されている 27）。65 歳以上の人口は，2000 年

の約 3500 万人から 2020 年には約 5050 万人となり，2030 年には約 7400 万人（総人口の 20％以上），

2060 年には約 9800 万人に上ると予測されている 28）。但し米国の場合，移民の増加により総人口自

体も増え続けることから 29），高齢化率はその他先進諸国に比べて比較的緩やかな伸び（2016 年時

点で約 15％，2060 年時点で約 24％）が予測されている 30）。とはいえ，高齢者の増大に伴い，社会

保障費や医療費の GDP に占める割合が上昇し，一方で税収が減るため，財政のひっ迫が懸念され

ている 31）。

　米国における高齢者の主な特徴として，①（従来以上の）民族的な多様化，② 65 歳以上の労働

者の増加と勤労意欲の高さ，③最終学歴の上昇，④所属する民族集団による著しい経済格差，⑤離

婚者の急増，⑥単身世帯の増加等が挙げられる 32）。高齢者の急増に伴い，産業界でも 65 歳以上の

世代に一層投資する傾向がみられる 33）。これには，高齢労働者の積極的に受け入れによる雇用創

出という側面と，顧客としての高齢者をより意識し，各種高齢者産業の開発に力を入れるという側

面がある 34）。

　こうした中，米国の高齢化をめぐって，最も深刻な議論をもたらしているのが認知症への対策で

ある。2018 年度のアルツハイマー病協会報告書 35）によれば，① 2018 年時点における全米のアル

ツハイマー病発症者数は 570 万人（そのうち 20 万人は若年性認知症）であるが，2025 には 710 万人，
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2050 年には 1380 万人に上ると予測されていること，② 2018 年時点における米国の認知症に係る

総費用は，家族等による無償のケアを除き 2770 億ドル（うち 1860 億ドルは医療と医療扶助制度に

係る費用）に達したこと，③認知症介護はその他疾病の介護に比べて負担が重く，認知症当事者の

症状悪化とともに，介護者がうつになるリスクも上昇傾向にあること等が指摘されている。

　連邦政府の動向としては，認知症者の上昇やそれに対する効果的治療法の欠如，国民の間に根強

くあるスティグマを背景に，2011 年にオバマ大統領が米国史上初めて認知症への対抗戦略として，

アルツハイマー病国家プロジェクト法（National Alzheimer’s Project Act/ NAPA）に署名した 36）。

その後発表された国家アルツハイマー病計画（National Plan to Address Alzheimer's Disease）では，

アルツハイマー病の予防及び効果的な治療，ケアの質と効率性の向上，当事者と家族の支援，国民

への意識喚起と関わりの推進，進捗状況の注視と改善促進等が提言された 37）。

　2）米国の図書館による認知症高齢者を対象とした教育事業の概況

　2016 年時点において，全米には公共図書館地区（管轄区域に複数の図書館が存在し，一つの運

営が行われている図書館の単位）が 9,234 箇所存在するが，米国に居住する 3 億 1100 万人のうち，

1 億 7100 万人以上が地域の図書館を利用し，のべ 1 億 1300 万人の人々が 520 万回のプログラムに

参加している 38）。さらに近年の傾向として，IT の積極的活用によるサービスやマネジメント技術

の向上と電子書籍数の増加 39），基本業務のセルフサービス化等による運営の効率化等が図られて

いる。

　米国では，2007 年の IFLA によるガイドラインの発行以降，認知症者に対しても多様なプログ

ラムを提供していこうとする機運がある。とりわけ全国的な活動が浸透する契機となったのが，図

書館の全国的統括組織である米国図書館協会（American Library Association）の下部組織である専門・

政府・企業図書館部会（Association of Specialized, Government & Cooperative Library Agencies, 

以下 ASGCLA）において，2013 年に「アルツハイマー病及びその他認知症に関心のあるグループ

（Alzheimer’s and Related Dementias Interest Group）」が結成されたことである 40）。同グループは，

認知症に関するプログラミングのアイディア，コレクション開拓のための提案，マーケティングの

コツ，地域団体との連携等についての議論の成果を公表するとともに，個々の図書館による認知症

に関する教育事業の把握と統括を担い，全米の同種活動に影響を及ぼしている。

　図書館による認知症者への取組として代表的な事例 41）には，①懐かしいモノをワゴン等に

入れて用意し，認知症当事者に懐かしんでもらい，記憶に働きかける活動（“Wagons: Antique 

and Vintage Items”），②認知症当事者に関係する写真やイメージ写真等を用いることにより，あ

る出来事を思い出させ，それをもとに彼らが自由に話を紡ぎ出す活動（“TimeSlips: Creative 

Storytelling”），③認知症初期の人々や介護者にインフォーマルな会合の機会を提供する活動

（“Memory Care Café”），④図書館の資料をもとに，学習・対話・生活経験の共有等を促す活動

（“Stories for Life”），⑤読み聞かせの活動（“Reading Program”），⑥コンサート開催や集団での歌
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唱を取り入れた活動（“Music Activities”），⑦セラピー動物団体と協働したぬいぐるみや実際の動

物を取り入れた活動（“Memorable Pets”），⑧地域の教会や手芸グループ，市民団体等と連携し，

指先で触れられる様々な手芸用の小物をキルト生地やエプロン等に縫い付けた作品を制作し，それ

を用いて認知症者のストレス軽減を目指す活動（“Fidget Quilts”）等があり，図書館内もしくは介

護施設でのアウトリーチ事業として実施されている。この他，図書館内に介護者専用のコーナー

（Caregiver Kiosks）も設置され，彼らを支援する各種資料が置かれる取組もある 42）。

　3）州レベルでの認知症に関する取組事例：イリノイ州の場合

　米国中西部にあるイリノイ州には，2018 年 7 月現在，全米第５位の人口となる約 1274 万人が居

住している 43）。イリノイ州における認知症者の総数は 2016 年時点で約 22 万人であったが，2025

年に約 23 万人まで上昇することが予測されている 44）。同州では，2000 年から 2010 年までの間に，

心臓疾患，乳がん，前立腺がん，脳卒中を原因とする死亡は減っているが，アルツハイマー病によ

る死亡は上昇傾向にある 45）。

　同州の認知症に関する主だった取組としては，イリノイ州認知リソースネットワーク（Illinois 

Cognitive Resources Network）に支援されている「認知症に優しいイリノイ（Dementia Friendly 

Illinois，以下 DFI）」46）を標榜した団体が，全米の「認知症にやさしい米国運動（Dementia 

Friendly America movement）」47）に呼応し，州内で積極的に活動している。DFI は，孤独になり

がちな認知症当事者やその家族への支援を目指しており，当該活動の円滑な推進には，地域内にお

ける異なる分野での責任団体が賛同し，関わることが肝要であると考えている。イリノイ州で DFI

に関わる諸団体については，法的団体，医療団体，ヘルスケア団体，宗教団体，金融機関等が具体

的に明らかにされており，この中に州内の各種図書館団体も位置づけられている 46）。

　また同州には，主に認知症当事者と家族へのオンライン上の支援を目的とした “Alzheimer’s 

Association Green-Field Library” と呼ばれるバーチャルな図書館が存在し，シカゴに本拠地のあ

るアルツハイマー病協会が運営している 48）。また，シカゴで最初の認知症に優しい図書館として，

既存の公共図書館の一つ（Woodson Regional Library）の改築や運営の見直しが行われ，地域に

おける健康情報のハブとして同図書館を位置づける取組 49）もある。同図書館内には，図書館職員，

教会関係者，医師，大学関係者，地域の関連団体，市民で構成される健康諮問委員会が設置され，

同委員会は，図書館の “ 誰でも受け入れてくれるような性質（welcoming persona）” を重視しながら，

認知症に優しい図書館としての各種事業（職員研修の企画・実施，シンポジウムの開催，関連する

図書館資料の整備等）に総合的な責任を負っている。

　この他，イリノイ州の各公共図書館地区においては，認知症高齢者を対象にした様々な教育プロ

グラムが積極的に展開されているが，次節ではケーススタディとして同州の Elgin と呼ばれる都市

を中心とした公共図書館地区の事例を取り上げる。
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4．ケーススタディ：イリノイ州の公共図書館地区による認知症高齢者への取組

　1）Gail Borden Public Library District の概要 50）

　イリノイ州 Elgin を中心とした公共図書館地区である Gail Borden Public Library District（以

下 GBPL）は，シカゴ北西部の都市 Elgin とその南部を中心とした地域を統括している。GBPL は

1874 年創設されたが，本館が現在の Elgin 中心部に移ったのは 1960 年代後半である。同館は今後

20 年間の管轄地区における人口急増を見越して 2003 年に増改築され，延べ床面積 1 万 3005㎡の２

階建ての建物となった。本館は Elgin 中心部を南北に流れるフォックス川の東岸に位置し，19 世

紀末から 20 世紀初頭のプレイリースタイルの建築様式を取り入れている。

　本館入口には季節に応じたインスタレーションが展示され，電光掲示板等には地域の諸行事や各

種案内が示される他，イベント用にグランドピアノも置かれている。本館 1 階は，幼児期から青年

期の児童とその親を主な対象に，児童の発達に応じて丁寧に色分けされたスペースが設けられ，そ

れぞれの年齢に適した児童書や様々な遊び用の空間が設けられる他，親が間近で見守れるような椅

子やバギー用のスペースも配置されている。さらに，古書販売スペース，カフェ，Elgin を本拠地

とするクレジットユニオン（信用組合）の支店及び ATM が併設されている。本館 2 階は，主に

青年期から成人期の利用者向けのスペースが多く配置されており，デジタルメディアラボ等の諸活

動に適した専用のスタジオ，大小様々な大きさの複数の会議室，ネットワーク室の他，眺めの良い

川沿いには，他の利用者との距離感にも配慮した，図書閲覧用の静寂なスペースも用意されている。

こうした物理的配慮による一般利用者への各種サービスに加え，GBPL では，（その他の米国の公

共図書館同様）乳幼児から高齢者までを対象に，様々な利用者のニーズに応じたプログラムが提供

されており，一部はアウトリーチ事業として実施されている。

　現在 GBPL には，本館の他，近隣都市に 2 つの支所がある。2009 年 8 月に創設された支所（Rakow 

Branch）は，地熱エネルギーを利用した空調システムを図書館で最初に導入したことから注目を

集めている。同支所では，屋外に禅庭園が施され，自然な草原風に植物が植えつけられている。屋

内は採光を活かし，屋外の自然と調和したアースカラーを内壁や床，書棚等に取り入れ，曲線を多

用した柔らかな空間構成のもと，暖炉のあるリビングルーム，児童用のスペース，パソコン利用ス

ペース等が配置されている。さらに，同支所は，人気のある図書を書棚の前面スペースに配置し，

図書館職員による意見をポップで示す等の工夫が施されている。同支所は，環境に優しい持続可能

な図書館として，省エネと環境に配慮した建物・敷地利用を先導するシステムであることを証明す

る米国グリーンビルディング協会の環境性能評価システム (Leadership in Environmental Energy 

and Design）により，「ゴールド」の認証を取得している。この他，2016 年には Elgin 南部に新た

な支所（South Elgin Branch）が増設された。

　2012/13 年時点において，蔵書数は GBPL の管轄区域全体で（電子書籍を含め）53 万 1893 点に

上る。同地区の居住者 144,597 人の内，99,637 人（68.9%）が利用者カードを所持しており，年間

来館者数は 100 万 3210 人，年間貸し出し総数は 230 万 2410 点を超える。また，同年度には，1941
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回の教育プログラムが館内外で実施され，プログラム利用者総数は約 6 万 6 千人に上った。

　2018 年時点で GBPL のスタッフは総勢 220 名であるが，そのうちフルタイムの職員（特定分野

での専門職もしくは図書館職員としての専門資格を持つ者）が 140 名おり，残りをパートタイムの

職員が占める。また，書架整理や児童部門の活動補助に高校生もアルバイト職員として雇用されて

いる。この他 GBPL には，地元住民からなるボランティアが約 700 名以上存在し，多様なサービ

スの提供において大きな戦力となっている。また，図書館の基本業務については，可能な限り最新

の科学技術を導入した効率的な運営（図書貸出業務のセルフカウンター化，自動貸出機設置による

パソコン等の館内貸出業務のセルフサービス化，図書の自動返却仕分機による処理他）が浸透して

いる。こうして GBPL は，基本業務に配置する人員を極力削減することにより，各種のプログラ

ム活動に多くの職員が関われる体制になっている。

　以上のように GBPL は，あらゆる世代の様々な地域住民のニーズに対応したコミュニティセン

ターとしての役割も果たしており，2009 年には地域への多大な貢献が認められた博物館と図書

館に贈られる最も名誉ある賞である「博物館・図書館サービスにおける全国メダル」（National 

Medal for Museum and Library Service）を受賞する等，その功績が全国的に認められている。

　2）GBPL による認知症高齢者に対する教育プログラムの概要と特徴

　GBPL による「民話と旅行（“Tales & Travel”）」と題された教育プログラムは，図書館資料の

活用により，認知症当事者に直接働きかける内容が全米で高く評価されている。その概要を以下に

示すが，特に注釈を示していない箇所は，現地調査及びその後の照会により，関係者から直接聴取

した内容にもとづくものである。

a. 認知症高齢者への教育プログラム導入に至る背景と展望

　図書館による教育プログラムの対象者は，従来家族向けのものが大半を占めていた 51）。社会的

不利益層への活動の一環として，（物理的，身体的，経済的理由により）図書館に通えない人々へ

のサービスも従前より視野に入れられていたが，その場合も主たる対象者は “ 当事者を介護する人 ”

であり，彼らへの情報提供を目的としたものに限定されていた。他方，“ 介護される人 ” 自体に目

を向け，彼らを直接の対象とするプログラムの導入は，利用者の “ 数 ” で判断されやすい業界にお

いては困難であると認識されていた 52）。

　しかしながら，GBPL は，優れた 21 世紀の図書館は従来のサービスを享受できなかった人々も

取り込まなければならないとの認識から，今後の焦点を “ 資料の収集 ” から “ コミュニティ ” へと

移し，あらゆる人々がどこにいてもサービスを利用できるよう，必要な手段を講じる決断をしたの

である。同館幹部らは，社会で今後増加が見込まれる認知症者に対応するため，①認知症者へ直接

サービスを提供するためのモデルプログラムの開発，②前項の全国的な展開に向けた努力，③認知

症ケアに携わる専門家に対する図書館の意義の普及，を目標に事業を進めていくことになった 53）。
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また同館では，近隣のアルツハイマー病協会支部，地元の高齢者支援団体（local Area Agencies 

on Aging ／ AAA)，介護施設認可団体とも交流することにより，医療や福祉の知識や情報を得る

よう努められており，今後は公共図書館だけでなく，大学等の図書館，医療機関の図書館や，復員

軍人援護局（Veterans Administration）等，より広範囲へのプログラムの普及が目指されている。

b.「民話と旅行」プログラム開発の経緯と今日までの展開

　「民話と旅行」と題されたプログラムは，シカゴにあるルーズヴェルト大学の図書館職員とし

て長年勤務し，既に退職した女性（M・リードナー）の発案によるものである 54）。同氏の夫は，

2006 年に失語症が進行する神経変性疾患の一つである原発性進行性失語（primary progressive 

aphasia）を患い，それを原因とする若年性の意味性認知症を発症し，65 歳で逝去した。彼女は，徐々

に言葉の意味が夫の脳から失われながらも，最後まで人間としての尊厳と敬意をもって接する方法

を考える中で，自身の職務経験をもとに，図書館資料を活かしたプログラムの着想を得るとともに，

IFLA のガイドライン執筆者にも連絡を取り，アドバイスを得た。試行錯誤の末，同氏は図書館の

資料を活用した 24 種類の訪問先毎のプログラムを完成させ，当初の二年間は，自宅近くの認知症

者向けの介護施設でボランティアとしてそれを実施に移した。

　プログラムの実践過程において，同氏は，対象となる認知症者は個々に異なったレベルの関り

を示すが，セッションの最後には，ほぼ皆が本に触れ，ページをめくっていることに気づき，そ

れが図書館の新たな役割に通じるものだと考えた。また，図書館職員として，認知症者とよりよ

いコミュニケーションをとる上でのノウハウ（アイコンタクトを維持させる，簡単な言葉を使う，

想像的な聞き手になる）等についても工夫を重ねていった。その後，2011 年に GBPL で正式に本

プログラムが導入され，2013 年には，ASGCLA により二年間「カーネギー・ホイットニー補助

金（Carnegie-Whitney Grant）」を獲得したことにより，ドミニカン大学と連携し，同大学のウェ

ブサイトを通じて各種資料をダウンロードできる環境を整えた。同プログラムは，2017 年に米国

議会図書館（Librarian of Congress）より成人識字部門で図書館事業優秀賞（Library of Congress 

Literacy Awards Program Best Practice Honoree）を受賞した他、これまでに複数の表彰を受け

ている 55）。

c.「民話と旅行」プログラムに含まれる訪問国と開発された資料 56）

　プログラムの訪問先として採用されている国・地域は，2018 年時点で 31 か国（オーストラリア，

ブラジル，カナダ，カリブ海，中国，エクアドル，エジプト，イギリス，フランス，ドイツ，ギリ

シャ，グアテマラ，ハワイ，インド，インドネシア，アイルランド，イタリア，日本，ケニア，メ

キシコ，中東，ナイジェリア，フィリピン，ポーランド，プエルトリコ，ロシア，南アフリカ，ス

ペイン，スウェーデン，スイス，タイ等）に上る。以上に加え，独自の資料（興味深い事実，参考

文献，補助資料等）が追加で用意されている国・地域は 12 か国（カナダ，エクアドル・ガラパゴス，
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グアテマラと中央アメリカ，インドネシア，日本，ケニア，メキシコ，中東，ナイジェリア，ポー

ランド，プエルトリコ，スペイン）である。

d.「民話と旅行」プログラムに使用する図書館資料の吟味と活用にあたっての留意点

　認知症者に対するプログラムで図書館資料を効果的に活用するには，以下に留意する必要がある

とされている。

・（前半に使用する）民話等に関する適切な選書…認知症者が声に出して読む教材に最適な民話・

伝説・神話等を選ぶことは，当事者の人間としての尊厳を尊重する上で肝要である。書籍は，大人

用もしくは児童用の両方から選ぶことができるが，とりわけ絵本や基本的単語が使われた児童書の

うち民話のコレクションに最適な内容が見出されることが多い。認知症の後期には，児童書の中で，

短文だけの書籍，空白の多い書籍，語彙の少ない書籍等が役に立つ。とはいえ単に子供扱いしてい

るようなものを提示することは厳に慎む必要がある。民話は，どの文化にも共通する分かりやすく

普遍的なテーマや有名な歴史的人物の自叙伝等が望ましく，暴力を含んだものは避けるのが望まし

い。また，対話やユーモアが入っているものも読み合わせ時に参加者を楽しませ，場を和らげる効

果がある。訪問先の「5 つの事実」については，やや奇異に見える統計のほうが興味を持たれやす

い 57）。

・配布資料の工夫…認知症者は様々な症状を有しており，小さな文字が読めないことも多いので，

使用する題材については，図書をそのまま複写するのではなく，実施者が予め大きめの文字で行間

を適度に空けて打ち直したものを印刷して用意する。また，当人の読む気を削がないよう，その長

さも A4 用紙にて 4 － 5 枚以内が望ましい。

・（後半に回覧する）書籍の選書…訪問先のガイドブック，クッキング，歴史，アート，建築等が

用いられることが多い。中学生向けの世界の国々シリーズも有効である。カラー写真やイラストが

豊富に掲載されたノンフィクションの書籍も，視覚的な理解を促しやすい。

・補助資料の工夫…訪問先の音楽 CD，スライドや写真，民芸品を持参することも有効である。また，

ウェブ上からダウンロードできる塗り絵を持参するのも効果的なことがある。

・個別性への配慮…それぞれの人間は，独自の経歴があり，また個々の興味関心が存在するため，

少人数や在宅で行う場合，使用する資料は対象者に応じて個別化することが望ましい。身近にいる

介護者の意見を聞き，当事者が失いつつある能力に配慮し，現在の能力に応じた資料を選ぶことも

肝要である。

　この他 GBPL では，プログラム用のキットも主に在宅療養者とその介護者向けに用意されている。

キットは訪問先毎にスーツケースに入れられ，館内に展示されているが，その中身には，適切に印

刷された資料，関係書籍，イラスト，写真，ネームタグ，パスポートを模倣したもの，ビニールの
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地球儀，音楽やミニチュアの国旗，人形，塗り絵シート等が含まれる。

e.「民話と旅行」プログラムの内容と流れ

　1 回のセッションは約一時間であり，認知症の参加者を旅行者として想定し，彼らを米国以外の

国・地域や，Elgin 以外の米国の都市へと，想像的な旅に誘う。プログラムの一般的な流れは，「実

施者（図書館職員とボランティア）が一人ひとりの参加者に挨拶をする」→「実施者は，地球儀か

大きな地図を用いて，現在地と目的地を説明する」→「参加者は，用意されたプリントをもとに，

訪問先にまつわる興味深い統計（「5 つの事実」）や各地に特有の民話，逸話，伝説，神話等を大き

な声に出して読む」→「訪問先に関するイラストや写真の多い書籍やモノが回覧され，参加者は自

分のペースでそれらを閲覧し，必要に応じて実施者に質問や発言をする」→「実施者は，参加者の

興味・関心に応じ，（想像的かつ愉快になるよう心掛けながら）訪問先についての打ち解けた会話

を参加者と行う」というものである。

f. 実施前の介護施設担当者との打ち合わせとプログラム実施体制 58）

　認知症者への介護を担っている介護施設の専門職員や家族の多くは，日頃から当事者を刺激し，

楽しませる活動を探しているが，図書館が地域にある貴重な資源の一つとして活用できることには

気づいていない。したがって，まずは図書館側から介護施設の責任者に連絡を取る。その後話がま

とまれば，図書館職員が介護施設に出向いて詳細を説明し，参加者となりうる認知症者の概況をヒ

アリングするとともに，実施が可能な場所を下見しておく。また，その際書籍や読書活動から参加

者がいかに利益を得られるかについて，図書館職員が専門的立場から介護施設職員を教育的に指導

することも重要である。

　プログラムは，GBPL の管轄地区にある（2018 年現在）15 の介護施設でアウトリーチ事業とし

て実施されている。認知症者のような一人ひとりの参加者にきめ細かな対応を要する事業を継続的

に遂行するには，図書館職員だけでは対応しきれないため，ボランティアの活用が不可欠となる。

１つのセッションにおいて，認知症の参加者は数名から 10 数名程度に対し，図書館職員数名の他，

最低３名のボランティアがいることが望ましい。さらに，介護施設の職員 1 名をプログラムに含め

ることにより，認知症の参加者を安心させ，予期しない出来事にも対応しやすくなる。

　以上のように GBPL では，認知症の各種症状を踏まえ，既存の図書館資料を入念に吟味した教

育プログラムが企画・立案（プログラミング）された後，図書館側から介護施設への働きかけが行

われ，（本稿執筆時点では）アウトリーチ事業として実施されていることが特徴的である。



13米国の図書館による認知症高齢者への教育事業の特徴と課題

5．ケーススタディの評価と課題

　１）「民話と旅行」プログラムの評価

　ケーススタディとして取り上げた「民話と旅行」プログラムに関する主だった評価としては，国

立衛生研究所（National Institute of Health），保健福祉省（Department of Health and Human 

Services），国立医学図書館（National Library of Medicine）により財政支援を受けたジャドソン

大学の研究者とプログラム開発者であるリードナーの共同研究による調査 59）がある。同調査の目

的は，①認知症者個々の認知機能や社交性は向上したか，②刺激的な活動を提供することより，介

護者と認知症者の関係に肯定的な影響はみられたか，③普段図書館等に来られない人々へのアウ

トリーチは拡張されたか，④当事者の変容によって，介護者やボランティアのスティグマや認知症

へのステレオタイプなイメージは軽減されたか，の 4 つの観点から本プログラムの成果を分析す

ることにある。調査は 2015 年 8 月から 2016 年 4 月にかけて Elgin の 10 箇所の介護施設で実施さ

れ，調査方法として，（認知症高齢者のグループを対象とした「民話と旅行」プログラムに参加し

た）合計 78 名のボランティアと 15 名の介護職員を対象にしたアンケート調査，（個別対応が必要

な 1 名を対象にした）貸出用のキットを利用した介護職員による個別観察及び事前・事後の意識調

査が併用された。

　①については，その場に参加していた介護者（100％）及びボランティア（99％）のほぼ全員が，「対

象者はプログラムに認知機能を示している」と回答した。また，観察された認知機能の種類につい

ては，最も多い順から，「言語化」「記憶想起」「読解力」「感情表現」「その他」が挙げられた。ま

た，それらは「普段と比べて向上した」と考える者は，介護者 64％，ボランティア 26％，「通常と

変わらない」とした者が介護者 43％，ボランティア 51％であった。一方，社交性については，プ

ログラム中に他者と交流を試みる姿勢の有無が観察された。その結果，介護者の 100％，ボランティ

アの 96％が同項目を肯定した（4％は無回答）。また，その社交性の度合いについて，「通常と変わ

らない」と回答した者は介護者 36％，ボランティア 61％であり，「通常と比べて向上した」と考え

る者は，介護者 64％，ボランティア 23％であった。全体として，（不定期にしか当事者と会わない）

ボランティアよりも，当事者をよく知る介護者のほうが，プログラムによる自身や認知症当事者の

変容を実感する者が多いのが特徴的である。

　②については，当プログラムで紹介されたスキルを，今後当事者の社交性向上や日常のコミュニ

ケーションに活用しようと考える介護者は 93％（7％は無回答）に上った。また，プログラムによ

り介護者が向上させたスキルには，「コミュニケーションや社交性に関するスキル（64％）」，「（当

事者の）認知機能に関するスキル（43％）」等が挙げられた。さらに，プログラムは介護者として

の満足感を向上させたかという質問には，93％（無回答 7％）が肯定的反応を示した。

　③については，調査時期の約 10 ヵ月間に，認知症の参加者 621 名のうち 147 名が新規に参加し

たことから，アウトリーチ事業は 31％増大されたことが判明した。

　④については，認知症及び認知症者への意識について，プログラムの事前・事後に YES-NO 形
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式で４つの質問を行った。その結果，「認知症の人は人と交流する活動に参加することに興味がな

い（事前肯定 22％，事後肯定 0％）」，「認知症の人は “ 通常の ” 会話をすることができない（事前

肯定 11％，事後肯定 0％）」「認知症の人は新しいことを学べる（事前肯定 67％，事後肯定 100％）」「認

知症の人は価値のある会話をすることができる（事前肯定 89％，事後肯定 100％）」という結果となっ

た。また，「当プログラムの結果，認知症の人に対する態度が向上したか」を問う質問には，事後

に肯定した者が80％に上った。このように，プログラムへの参加により，介護施設職員やボランティ

アの認知症者に対するスティグマは大幅に軽減されている。

　同調査以外にも，当プログラムへの参加を通じ，“ 何か月も話さなかった人が何か言いたげにし

ている ” 等の介護者が予期せぬ当人の肯定的変容は頻繁に観察されている。しかし，プログラムに

参加しても，（個人的な感情または症状を原因として）流れについていけない者や，肯定的反応を

示さない者も若干存在する。

　２）「民話と旅行」プログラムの課題

　「民話と旅行」プログラムの成果は多方面にみられるが，認知症の参加者を扱う上での課題も多

く残されている。

　第一に，より良い成果に向けた内容及び方法の再検討が考えられる。例えば，個々の参加者の（本

題に関係しない質問も含む）発言に対する機転を利かせたきめ細かな反応，事前の綿密な打ち合わ

せによる参加者の個別性（性別，年齢，経歴，関心，個別の症状等）への配慮，セッション終了後

のフォローアップ，本プログラムに対する認知症当事者からのフィードバックの尊重，実施者によ

る訪問国に対する一層の知識獲得と既存の題材の精査，実施者の性別の偏り（現在は殆どが女性）

の影響に対する配慮等が求められる。

　第二に，実施者が持つべき専門性に関して，医療・福祉関係者との連携のあり方も含め，慎重に

考慮する必要がある。2018 年現在，GBPL で当プログラムに関わる図書館職員には，認知症に関

して実務経験があり，関連領域での学位取得等を条件として専門に雇用されている者がいる他，近

隣の大学院で老年学（ジェロントロジー）を学び直す者，分野を問わず関係する研究論文に目を通

す者も存在するが，職員やボランティアで知識やスキルが十分でない場合には研修が提供される場

合もある。しかしここで重要なことは，図書館職員は医療・福祉関係者から学ぶことはあっても，

多様な利用者への図書館資料の効果的な活用法については強い自信を持ち，その点では逆に医療・

福祉関係者を指導する，といった対等な関係性が存在することである。この関係性のバランスを今

後どのように保つべきかについては議論の余地があろう。

　第三に，この種のプログラムの導入にあたっては，「認知症者にとっての学習」及び「認知症者

にとっての図書館資料の持つ意味」を慎重に検討し，その概念を整理しておく必要がある。認知症

者がこの種のプログラムに参加する場合，彼らにとっての学習や図書館資料の持つ意味は，健常者

に一般に期待されるものと同一ではない。参加者の中には，かつては難なく読めていた本を手に取っ
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ても，思い通りに読めないことで戸惑いや不安を感じる者もいる。しかし同時に彼らは，本の手触

りやにおい，重みから何かを感じ取り，ページをめくる興奮や新しい事実を知る喜びを味わい，イ

ラストを見ながら想像力を働かせ，今ある能力を駆使して自分なりに内容を理解しようと努め，プ

ログラムの最後には自らの経験や意思を懸命に発言し，他者と対話しようとしている。たとえ短時

間であっても，こうした姿勢を当事者が示すこと自体が，彼らの日常的な介護を通じては引き出し

えない，自己有用感を高める行為であり，ここに当人の命がある限り，生涯にわたる人間性の発達

を尊重することに重きを置く教育関係者が関わることの意義が存在する。また，参加者がプログラ

ムを通じて介護施設以外の訪問者と交流することは，彼らの生活の質の向上だけでなく，地域の中

でできる限り自分らしく生き続けるための機会を与えることにもつながっている 60）。

　さらに当プログラムの形態は，（認知症当事者にとって場合によってはストレスとなりうる）過

去の記憶想起を目的としたものではなく，図書館資料をもとに想像力を自由に働かせ，精神を解放

して全く知らない世界に思いを馳せる未来に向けたものである。こうした図書館の介入による当事

者の変容を突き詰めて考えると，識字能力を持ち，それを（いかなる状況になろうとも）最後まで

発揮しようと努力することが，究極的に人間にどのような影響を与えるのかというテーマにもつな

がるものであり，その解明にはより多分野の学問分野の蓄積をもとにした学術的追究が望まれる。

　第四に，図書館の施設としての独自性と本事業に関わる意義の整理である。例えば近年，補助資

料として図書館の資料とは関係しない様々な “ モノ ”（訪問国のお土産や民芸品等）が用いられる

場合がある。開発者自身は，導入当初より認知症の各主症状を踏まえた図書館資料の吟味やその提

示の仕方にこだわり，図書館でしかできない貢献のあり方を追求する姿勢を一貫して崩していない。

一方，昨今事業に関わっている現役の図書館職員は，図書館以外で入手可能なあらゆる “ モノ ” も

導入しようとする傾向にある。こうした “ モノ ” を活用した教育事業は博物館等でも行われている

が，図書館としての “ モノ ” への関りの位置づけについては，さらに検討の余地がある。また，場

所についても，現時点ではアウトリーチ事業として，介護施設での実施が主体となっているが，今

後認知症者が増加すれば，図書館内で実施するメリット（より多くの資料の活用，土日祝日や夜間

を含む幅広い日時に開催できる柔軟性，介護施設を一時的に離れることでの精神的効用等）とデメ

リット（交通手段の確保，参加者の状態の見極め，場所の確保，予期せぬ事態への対応等）を考慮

せねばならない。

　他方，こうしたプログラムに様々な理由から参加できない（したがらない）人々をどのように支

援していくか，という課題も存在する。この点で留意すべきことは，施設の特性として，地域に存

在し，万人に開放されていることだけでも，図書館は利用者に居場所と落ち着きや知的刺激等を与

えており，それが既に “ 静かな支援 ” になっているという事実である。したがって，特別な目的が

なくとも気軽に立ち入り，他者の干渉を受けずに過ごせる空間を有する図書館の独自性と，それが

認知症者に持つ意味についても，積極的な支援と併行して慎重に検討が求められよう。この点を重

視するならば，例えば館内を認知症等に配慮した物理的空間として表示や情報提供のあり方を見直
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すだけでも，認知症が疑われながらも介護施設や医療機関に行くことに抵抗のある人には有効であ

ろう。

　以上は認知症当事者に関する考察であるが，図書館には同時に，本課題に関心のあるあらゆる地

域住民（家族介護者や介護職員，関係団体，様々な分野の専門家や一般市民）を対象に，それぞれ

から期待される図書の内容を整理し，各々へのサービスのあり方に一層の工夫を加えることも求め

られる。

6．まとめにかえて

　米国の公共図書館では，通常の利用者向けのサービスに加え，多様なプログラムの提供が多くみ

られるが，認知症高齢者に対しても，各種症状を踏まえ，既存の図書館資料等を慎重に吟味し，そ

れらを効果的に活用した教育プログラムが近年多く企画・実施される傾向にある。その結果，参加

した認知症高齢者の認知機能や社交性，介護者との関係性，介護者の認知症者に対する意識等に肯

定的変容がもたらしうる事例があることが判明した。今後の課題として，本稿で取り上げた事例か

ら，プログラム内容・方法の再検討，実施者の持つべき専門性に関する熟慮，認知症者にとっての

学習及び図書館資料の持つ意味の概念整理と学術的追究，図書館の独自性と本事業に関わる意義の

整理等があることが抽出された。

　米国の総人口は今後も増加傾向にあり，高齢化は徐々に進行しているものの，我が国と比べれば

その進行は緩やかで，図書館は多様な世代に利用されており，特に高齢者をめぐる問題が図書館内

で多く発生しているわけではない。また当地の公共図書館では，21 世紀の図書館として従来の機

能が拡張並びに効率化され，あらゆる人々に手の届くサービスが模索される中，認知症者への教育

プログラムもその一環として図書館関係者により主体的に考案されたものが多い。また，こうした

背景には，認知症に優しい社会があらゆる側面から議論される中，その一翼を担う機関として図書

館が位置づけられ，認知症者へのプログラムを積極的に評価し，その実施に多くの予算，時間，人

員を割くことを許容する社会が存在する。

　世界でも突出して高齢化が進行する我が国では，認知症高齢者をめぐる問題が既に図書館の現場

で顕在化し，限られた人的・物的資源の中で火急の対応が迫られる中，米国のような余裕あるプロ

グラムの実施は容易ではない。しかし，認知症者にとって適切な図書館資料の再吟味やその効果的

な活用に向けた検討，ボランティアの活用，物理的空間の配慮等は，我が国でも活路を開けるもの

であろう。今日，我が国の一部図書館関係者にみられる認知症に優しい図書館に関する動きを試金

石ととらえ，認知症を含むあらゆる人々を包摂する社会の実現に向け，図書館の潜在機能をより精

緻に追究していく姿勢が望まれる。
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Abstract

　　This paper intends to clarify features and implications of libraries’ educational programs for 

those living with dementia, focusing upon outreach programs held at local health care facilities 

provided by a public library district in Illinois, US, utilizing its library resources. A short site 

visit was conducted by the author in August 2018, involving participatory observations of the 

programs, informal conversations with those who have developed and conducted these programs, 

as well as with volunteers, and brief paper analysis in order to give an overview of the program. 

Since the US is expected to face a sharp increase in the number of elderly people over the next 

few decades, there have been earnest activities, discussions and practical schemes in various 

fi elds to cope with this. Above all, the issue of dementia is considered as one of the most diffi  cult 

to tackle, given its tremendous social cost and negative impact on patients and caregivers. As 

a familiar educational institution, public libraries have been playing a vital role in approaching 

those who are living with dementia, by developing meaningful programs with careful selection 

of library resources and putting them into practice eff ectively by various means across the US. 

As a result, several positive eff ects on both patients and caregivers have been reported, such 

as increased cognitive and social interaction shown by patients, improved relationships between 

individuals with dementia and their caregivers, and less of the stigma associated with dementia. 

It is being proved that libraries have much potential to improve the quality life of those who 

tend to be isolated from the local community. From an educational viewpoint, some findings 

suggest ideas for future work, including: more refl ection on content and methodology to improve 

the programs, particularly by hearing about feedback on the programs from those living with 

dementia; more deliberations on the special knowledge and skills required to conduct these types 

of program; the need to define the meaning of learning and/or meaning of library materials 

for those with dementia in participating in programs of this kind; the necessity for research on 

these themes from several diff erent academic fi elds and from a long-term viewpoint; and more 

serious consideration of what it means for a library to be engaged in this kind of service, and its 

distinctive role in light of the service’s original nature, etc. Compared to America’s, Japan’s public 

libraries have already been encountering a number of problems caused by those with dementia 

using the libraries, due to the high proportion of older adults in society across the country. 
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There has therefore been a pressing need for Japanese librarians to acquire special knowledge 

and skills to understand and communicate with those with dementia appropriately. It would be 

hard for Japanese librarians to fi nd the time to focus on programming, due to lack of human 

resources, time constraints, and the need to deal with many other elderly users with unspecifi ed 

needs. However, it is still possible to learn some lessons from American librarians, such as their 

devotion, their well-thought-out, fl exible and careful selection of useful library resources for those 

with dementia and caregivers, and the eff ective way in which these programs are conducted, 

which includes inviting volunteers to help run the programs, etc. It is suggested that Japanese 

libraries should continue to investigate how to become dementia-friendly at a deeper level by 

learning from other advanced countries in this fi eld, with a view to including a greater diversity 

of people in society.
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